
氾濫

降雨

流入

ダムで貯留

降雨

ダム
放流

ダムがないと… ダムができれば…

a）洪水ピーク流入量の合計

b）ピーク流入時のダム放流量

c）ダム下流に対する洪水低減量（a-b）

d）調節率（c/a×100）
※四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。

約141千m3/s

約75千m3/s

約66千m3/s

約47%

■平成18年出水に伴う洪水調節における
ピークカット量（延べ732回）

七倉ダム 

高瀬ダム 

奈川渡ダム 

大町ダム

陸郷 

水殿ダム 

稲核ダム 

明科荻原（陸郷上流）

150 200

危険水位510.728m

■明科荻原地区における水位低減効果
陸郷観測所区間　①危険箇所（安曇野市明科荻原地区）横断図（犀川 57.5km）
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現況堤防高511.354m

約80cm水位低下水防活動実施箇所
（改良積み土嚢）

堤防上面の下50ｃｍ

ダムの洪水調節がなければ、堤防から洪水が溢れていた！

今出水の最高水位　510.85m（19日9:40）

ダムがなかった場合の水位

長野市

松本市

■犀川における洪水調節効果

長野県

信濃川水系高瀬川：大町ダム（国土交通省）、高瀬ダム・七倉ダム（東京電力（株））
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流入量 放流量

約1,620万m3
の洪水を貯留

信濃川水系梓川：奈川渡ダム、水殿ダム、稲核ダム（東京電力（株））
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約820万m3
の洪水を貯留

ダムへの最大流入時の洪水調

節効果

※流入量は、３ダムの合計の流入量
　放流量は、稲核ダムからの放流量（取水量を含む） 

09:40ピーク水位確認（陸郷地点）

09:40ピーク水位確認（陸郷地点）

19:00頃
ダム調節を協議

20:20頃
ダム調節の操作開始

00:30頃
ダム調節を要請・操作開始

ダムへの最大流入時の洪水調
節効果約358m3/s

約405m3/s

21:40はんらん危険水位超過（陸郷地点）

21:40はんらん危険水位超過（陸郷地点）

今出水の最高水位

■流域図

■安曇野市明科荻原地先における水位低減効果

ダムがなかった場合の水位
堤防の上面

50cm
80cm

①　洪水調節

　洪水時に上流からの河川流量をダムで調節し、下流の河川流量を低減させ洪水被害の軽減を図ります。

ダムによる洪水調節は、下流部の河川の改修効果とともに、洪水防御を行う極めて有効な治水対策です。

■ ダムがあるとかえって洪水が起こるのではないですか？ Q

A.
ダムは、河川を流れる洪水の一部を貯留し下流への洪水
被害を軽減させる役目をもっています。ただし、その能力

を超える大きな洪水が流入した場合にはダムへ流入する洪水をそ
のまま下流へ放流します。しかし、この場合でも、流入する洪水以
上の流量を下流へ放流することはないので、ダムによって洪水が
起こることも、また、洪水被害が大きくなることもありません。

ダムがある場合の最高水位

ダムがない場合の最高水位

時間

水位

ダムによる水位低下

ダムがある場合の
水位変動

ダムがない場合の
水位変動

■ダム下流地点の水位

洪
水
調
節

最大流入量

ダムへの流入量

ダムからの放流量

ダムの水位

時間

時間

最大放流量

流
量

洪水時最高水位
（サーチャージ水位）

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

平常時最高水位
（常時満水位）

次の洪水に備え、貯留
した水を下流へ放流

洪水を貯留

■ダムの洪水調節のしくみ

●平成18年におけるダムによる洪水調節

　国土交通省所管管理ダムにおける平成18年1月から12

月までの洪水調節回数は延べ732回（前年は527回）を数

え、ダム地点に流入した洪水量のうち約47％をダムに貯留し、

下流の洪水被害を軽減しました。

●信濃川水系犀川上流ダム群の洪水調節により下流河川の水位を低減

　平成18年7月豪雨により、信濃川水系犀川で避難判断水位を超えさらに水位が上昇。下流の危険な状況を鑑み、東京電力

（株）の協力を得て、上流に位置する七倉ダムなど5発電ダムと、大町ダム（国土交通省管理）が連携して下流の被害を防止・軽

減するための洪水調節操作を実施しました。この結果、6ダムで合計約2,440万m3の洪水を貯留し、下流の明科荻原地区（長

野県安曇市）では水位を約80ｃｍ低減させ、水位上昇を堤防天端-50cmのところで抑制し越水による被害を免れました。

さいかわ

平成18年7月19日07:40
明科荻原地区（犀川左岸57.2k）堤防満杯の状況

平成18年7月19日07:40
明科荻原地区（犀川左岸57.2k）堤防満杯の状況

河川総合開発事業の目的河川総合開発事業の目的44

ダムの役割ダムの役割 ダムの役割ダムの役割
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河川水

海水

河川水

海水

井戸 井戸

●河川に正常な流量を維持することにより
 塩水遡上が防止されます。

●河川に正常な流量が維持されていないと
　塩水が上流まで遡上します。

●河川に正常な流量を維持する
　ことにより地下水位の
　維持が図られます。

●河川に正常な流量が維持されて
　いないと地下水位に
　悪影響を及ぼします。

塩害の防止

地下水位の維持

既得かんがい用水等の確保
（筑後大堰、水資源機構）

舟運

漁業 観光

地下水位
▽

地下水位
▽

●水の流れが多いと

海流

●水の流れが少ないと

土砂が堆積する

海流

河口の閉塞の防止

動植物の保護

流水の清潔の保持

河川管理施設の保護
※（注）水位低下による木製の施設（護岸の基礎や杭棚）等の腐食を防止するため、

一定の水位を確保する等、一定の水理条件を確保する流量が必要。

②　流水の正常な機能の維持

　本来河川が持っている機能（舟運、漁業、観光、塩害防止、河口閉塞の防止、河川管理施設の保護、地下水

の維持、動植物の保護、流水の清潔の保持、既得用水等の安定取水）を正常に維持するために、渇水時におい

てもダムからの流水の補給を行い、これらの機能の維持を図ります。

●日吉ダムによる保津川への効果

　保津川下りは、平成6年には渇水により35日間の運休がありました。平成9年に日吉ダムが完成したことによ

り、平成12年の渇水時には、ダムからの補給によって運休はありませんでした。

　日吉ダムがなかった場合の運休日数は約18日注1）と予想され、人数にして約20,000人の乗船客への影響を

回避することができました。

注1）運休日数は、保津地点における自流（日吉ダムがなかった場合）により推定しています。

ひ　 よし

ひ　よし

保津川下りの運行状況（平成12年9月7日）

日吉ダムからの補給量

日吉ダム補給
の流量

（ダムの効果）

自流
（日吉ダムがなかった場合）

保津地点流量（ｍ3/ｓ）
25

20

15

10

5

0
6月16日　　　7月1日　　　7月16日　　7月31日　　　8月15日　　8月30日　　9月11日

日吉ダム補給状況

保津川下り
運行可能流量

約5日 約1日約1日 約2日 約9日 計：約18日
保津川下り
運休日数

日吉ダム補給状況（平成12年 保津地点）

ダムの役割ダムの役割
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Q A&Q A&
■ 水が余っているとよく聞きますが、なぜ渇水がおきるのですか？ Q

A.
国土庁（現国土交通省）より発表された「新しい全国
総合水資源計画（ウォータープラン21―いつでもいつ

までも瑞々しい国土を目指して―）（平成11年6月）」では、
少雨の発生等により、水資源開発施設が安定的に水供給を行
うための条件が変化していると指摘しています。
　例えば、木曽川水系のダムについて昭和51年～平成7年
の最近の20年間の流量データを基にダムの開発量を試算し

てみると、計画開発水量の約6割程度の供給能力しかない結
果となります。また、戦後最大規模の渇水があった平成6年で
は、計画開発水量の3割程度の供給能力しか無いことになりま
す。このようにダム等による計画開発水量は、計画立案時に想
定した気象・流況が前提条件となっていますので、計画の水準
を超えるような少雨の年にはダムが枯渇し、ダムによって計画
された量の水を安定的に供給することはできません。

57％ 32％
最近20ヶ年（S51～Ｈ7）
の流量データによるダム等
の安定供給能力

戦後最大の渇水が生じた平
成6年の流量データによる
ダム等の安定供給能力

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1

2

1

2

A

B

B
A A

B B BB

A

新規
需要量

流
量

河川流量
（自然流量）

流水の正常な機能を維持するために必要な流量
新規需要量
流水の正常な機能を維持するために必要なダム補給量
新規需要量を開発するために必要なダム補給量

生活用水 水洗トイレ

プール 生活用水

臨海工業地帯 工業用水

取水施設 かんがい用水

③　都市用水、かんがい用水の開発および発電

　社会の発展に伴って増加する都市用水等を供給し、また、エネルギー需要に対応してクリーンエネルギーであ

る水力発電を行います。

　ダムによって、河川の流量が豊かな時には水を貯留し、必要な流量が不足している時には水を供給して、年間

を通して安定的に利用できる流量を増加させることで、新たな水資源の開発を行うことができます。

●都市用水（水道用水）

●都市用水（工業用水）

●かんがい用水

ダムの役割ダムの役割
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ダムの役割ダムの役割

矢木沢ダム

奈良俣ダム

渡良瀬
遊水地

利根川河口堰

下久保ダム

藤原ダム

川俣ダム

川治ダム

二瀬ダム

小河内ダム

神奈川県
千葉県

茨城県

栃木県

群馬県

東京都

埼玉県

多摩川

江
戸
川

鬼
怒
川

利根川

荒川

五十里ダム

相俣ダム

草木ダム

薗原ダム

貯水容量　常時満水容量　461,630千m3

（千m3）
400,000

0

300,000

200,000

100,000

６　月 ７　月 ９　月 10　月
20日間 17日間H6実績取水制限期間60日間

想定取水制限期間　97日間

夏期制限容量　343,490千m3

８ダム貯水容量　Ｈ６実績

奈良俣ダム
渡良瀬遊水地がない場合（想定）

10％取水制限開始
想定　７／２～

８　月

Ｈ６実績
10％取水制限
７／22～ Ｈ６実績

取水制限解除
９／19～

取水制限解除
想定　10／６

■平成6年少雨と奈良俣ダム、渡良瀬遊水地による効果■利根川水系ダム等位置図

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1956 60 65 70 75 80 85 90 95 98 99 2000 01 0302 04 05 年度

水力　　  火力　　  原子力　　  合計 ※発電量は一般電気事業、卸電気事業、自家用発電の合計値である。
※自家用発電は1発電所最大出力500kw以上のものである。

出典：平成19年版「日本の水資源」（国土交通省土地・水資源局水資源部）発電量（億kw）

■発電量の推移

野村ダム

須賀川ダム

山財ダム

宇和島市

八幡浜市

松山市

太平洋

864

7.5%

11,579
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（年度）

発
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電
力
量

0%

5%
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15%

20%

25%

水
力
発
電
の
シ
ェ
ア

（億kWh）

水力発電のシェア水力 火力等 原子力

（注）1. 電気事業連合統計委員会編「電気事業便覧平成18年版」による。
　　　2. 火力等には、地熱、太陽電池、燃料電池及び風力を含む。
　　　3. 発電電力量は、2005年度の値、発電設備は2006年3月末現在の値である。ただし、自家用については、
　　　　1965年度から平成７年度は１発電所最大出力500kW以上、1996年度以降は１発電所再大出力1,000kW以上である。

：時間給水実施市町村

：減圧給水実施市町村

：取水制限対象市町村

：渇水を免れた地域
　（３ダムの水道用水供給市町村）

凡　例

渇水常襲地域を色で示します。

■発電電力の推移

わた 　ら　  せな　  ら　 また

●利根川水系におけるダム等による渇水時の効果事例

　平成6年は、4月から8月の降雨量が平年に比べ4割から7割程度の地域が多く、全国的な渇水となりました。

利根川水系においても例外ではなく、7月22日から取水制限を実施しました。

　もしも、奈良俣ダム（平成2年度完成）、渡良瀬遊水地（平成元年度概成）がなかった場合、さらに1カ月以

上の取水制限が行われ、市民生活への影響もさらに深刻なものになっていたと想定されます。

●発電

　水力発電は、CO2を発生させない地球環境にやさしいクリーンエネルギーです。

　現在、総発電電力量の7.5%を水力発電により産出しています。

●木曽川水系におけるダム等整備による渇水時の効果事例

●愛媛県南予地域におけるダム等整備の効果事例

　愛媛県の宇和島市、八幡浜市等の南予地

域の海岸部は大きな河川を持たないため、毎

年のように水不足に悩まされ、とりわけ昭和

42年の大渇水時にはほとんどの水道が断水

または給水制限になったばかりではなく、主

要農産物である柑橘類が枯死するなどの大被

害を受けました。

　その後、野村ダム（昭和56年）、須賀川

ダム（昭和51年）、山財ダム（昭和55年）

が完成したことにより、平成6年は昭和42

年と同程度の降雨量であったにもかかわらず、

被害が生じることはありませんでした。

の　 むら す　  か　 がわ

さん　ざい

　平成17年渇水において、木曽川の牧尾ダム及び岩屋ダ

ムの貯水率が著しく低下したことから、4ダム（牧尾ダム、

阿木川ダム、味噌川ダム、岩屋ダム）を通常の単独運用か

ら統合運用に切り替え、ダムの枯渇を防ぎました。さらに長

良川河口堰からの水道用水の供給区域を拡大し、木曽川か

ら水道用水の供給を受けている地域における渇水による市民

生活への影響を緩和しました。
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